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通巻第７４号

新年度のあいさつ

センター長 藤岡 保

令和３年度がスタート致しました。そして、北九州市立聴覚障害者情報センターも職員の退職や

異動に伴い新しい体制でのスタートです。昨年からのコロナ禍の中、マスク着用、ソーシャルディ

スタンスなど新しい生活様式の中での生活が続いています。聴覚障害者情報センターとしても感染

対策を徹底した上で利用者の皆さんのニーズをお聞きしながら時代にあった情報提供が出来るセン

ターになるように職員一同努めて参ります。

あ！私の紹介は、下記の新年度の職員体制の中で(^^♪

令和3年４月からの職員の配置を紹介します。お近くへいらっしゃる時は、ぜひ、お立ち寄

りください。（★印は、派遣コーディネーターです）

●市立聴覚障害者情報センター（コムシティ５階）

【センター長】 藤岡 保（ふじおか たもつ）

【センター主任】門田 和美（かどた かずみ）

【ライブラリー】市吉 哲夫（いちよし てつお）

【盲ろう者関係】櫻木 奈緒子（さくらぎ なおこ）★

【専任手話通訳】辻 晴美（つじ はるみ）★

奥森 由美（おくもり ゆみ）

川宿田 清子（かわしゅくだ せいこ）

安藤 薫（あんどう かおる）

●視聴覚障害者情報センター（ウェルとばた６階）

【センター長】 森 聖子（もり きよこ）

【要約筆記関係】岩崎 桃果（いわさき ももか）★

【センター庶務】永手 靖志（ながて やすし） 岩崎 桃果 藤岡 保

≪新任者①≫藤岡 保（ふじおか たもつ）

４月から、北九州市立聴覚障害者情報センター長に就任いたしました藤岡です。私は、

これまで東部福祉会館にて勤務をしていましたので、お会いした方もいると思います。最

近のコロナ禍の中でマスクの下に隠れていますが、トレードマークは髭です(^^♪。よろ

しくお願いいたします。

≪新任者②≫岩崎 桃果（いわさき ももか）

４月より要約筆記事業担当になりました。岩崎です。

皆さんにご迷惑をおかけしないよう頑張ります。

紹介１：新年度（令和３年度）の職員体制のご紹介
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紹介2： 退任あいさつ

◎安藤 薫（あんどう かおる）

この度、無事定年を迎え、3月末で一旦退職となりました。

平成25年からセンター長として7年間務めさせていただき、その間、聴覚障害の方を

はじめ関係者の皆さんには、たくさん支えていただき、本当にありがとうございました。

４月からは、センター長の肩書は外れ、元の専任手話通訳者として、もう少しだけ務めさ

せていただくこととなりました。

派遣先でお会いするのを楽しみにしています。よろしくお願いします。

◎永山 容子（ながやま ようこ）

2年間、お世話になりました。たった2年間ではありましたが、その間、いろいろな利

用者のみなさんにお会いできて、楽しかったです。「還暦」なんて他人事と思っておりま

したが、私にもやってまいりました。これで一応、区切りをつけ、新年度はまた新しい人

間になったつもりで、今度は併設している『点字図書館』でがんばりたいと思っています。

ありがとうございました。

紹介3：退職あいさつ

☆友瀬 幹夫（ともせ みきお）

５年前に聴覚障害者情報センターを卒業したはずでしたがいつの間にか出戻って３年。

２年間のブランク中に失速した体力や気力を感じながらなんとかゴールまでたどり着ける

ことができました。もう逆立ちしても何も出ません！とは云うものの、これからはセカン

ドライフをエンジョイしたいと思います！３年間ありがとうございました。

報告1：手話通訳協力員・盲ろう者通訳・ガイドヘルパー登録者合同研修会

予告１： 情報保障付き講演会（手話・要約筆記・字幕）

開催日：令和３年３月５日（金）

手話通訳協力員と盲ろう者通訳・ガイドヘルパーの合同研修会を開催しました。

研修会のテーマは『オンライン開催イベントの通訳方法』です。

最近、講座や会議・研修会などがオンラインで開催される機会が増えてきましたよね。

今回の登録者合同研修会では、タブレットやパソコンなどの機器を使って通訳をする場合の

“コツ”や“機器の操作方法”について座学と演習を行ないました。

機器を使っての通訳は、通訳するだけではなく、通訳者を撮影しているカメラの切替作業を

行なうなど、今までとは全く異なる動作が入ってきます。

はじめのうちは戸惑っていましたが「この角度で設置したらいいかも」「このタイミングで

機器の操作をしたらいいかも」といった声が途中から聞かれました。

今は『新しいこと』『慣れないこと』かもしれません。しかし、『当たり前のこと』『普通

のこと』になっていくのでしょうね。

開催日が７月までの、北九州市主催情報保障付き講演会の情報はありません。

（４月15日現在）

最新の情報につきましては、北九州市の市政だより等でご確認ください。
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『１１０番アプリシステム』をご存じですか？

聴覚に障害のある人など、音声で１１０番通報が困難な人がスマートフォンなどを利用して

文字や画像を送信し警察へ通報することができるシステムのことです。

☆スマートフォンの画面を操作することで、文字でのチャット方式で１１０番通報できます。

☆国内のどこからでも、その場所を管轄している警察本部に通報できます。

☆スマートフォンのGPSを利用し、その場所の位置情報を通知できます。

☆文字だけではなく、写真の撮影・送付ができます。

上記にご紹介したような特徴があります。ただし、ネットワークの状況によっては利用でき

ないことがありますので、注意してください。

使用する前に、アプリをダウンロードして事前登録が必要です。

また、位置情報をGPS機能により取得するのでＧPS機能を“ON”にすること、位置情報

の取得に“同意する”ことが必要です。

アプリのダウンロードや登録の方法は、警察庁のホームページにて詳細をご確認ください。

文字や画像を送ることで１１０番通報できる便利なシステムですが、聴覚に障害のある人や

音声で１１０番通報が困難な人たちが利用するシステムです。音声で１１０番通報ができる人

達は、音声での１１０番通報をお願いします。

情報1： 110番アプリシステム

予告2： 盲ろう者通訳ガイドヘルパー養成講座 開催します！

令和３年度 北九州市盲ろう者通訳・ガイドヘルパー養成講座を開催します。

日時：令和３年６月５日（土）～７月３１日（土） 隔週土・日 全９回

場所：北九州市立西部障害者福祉会館（八幡西区黒崎三丁目１５－３ コムシティ５階）

内容：①盲ろう者の現状や接し方についての理解

②盲ろう者の通訳・移動介助に関する基礎動作の知識と技法についての理解

対象：北九州市に在住・在勤・在学する２０歳以上の方で手話・点訳・音訳・要約筆記・ガ

イドヘルプ・介助等の支援活動に従事している方、または盲ろう者福祉に理解と熱意

がある方。

受講料：無料

申込方法：所定の申込書に必要な事項を記入し、当センターへ郵送・持参またはFAX

締め切り：５月１４日（金）まで （消印有効）

申込・お問い合わせ先：北九州市立聴覚障害者情報センター（担当：櫻木）

TEL０９３-６４５－１２１６ FAX０９３-６４５－３３３５

皆さんの受講をお待ちしています！

情報2： 日本語字幕付き上映日の映画案内（４月）

『劇場版シグナル 長期未解決事件捜査班』

▶字幕上映日 令和３年４月１７日（土）～４月２０日（火）

◆ お問い合わせ Ｔ・ジョイリバーウォーク北九州

〒803-0812 北九州市小倉北区室町1-1-1

リバーウォーク北九州デコシティ4Ｆ

◆ 連絡先 ＴＥＬ：093-573-1569 ＦＡＸ：093-573-1653

◆ MAIL kitakyushu@t-joy.net
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貸出状況の出ータ

貸出人数 貸出本数

１月 ２ ６

２月 ６ １４

３月 ４ １２

総計 １２ ３２

専任手話通訳者 盲ろう者通訳・ガイドヘルパー

個人 団体 計

１月 １８７ ４ １９１

２月 １１６ ７ １２３

３月 ３０６ １４ ３２０

総計 ６０９ ２５ ６３４

個人 団体 計

１月 ５ １ ６

２月 １３ ２ １５

３月 １５ ４ １９

総計 ２３ ７ ３０

報告２： 派遣事業の件数 出ータ （専任手話通訳者、盲ろう者通訳・ガイドヘルパー、要約筆記者）

個人 団体 計

１月 ４ ３ ７

２月 ３ ３ ６

３月 １０ ０ １０

総計 １７ ６ ２３

要約筆記者

３月某日、（通訳者のBさんに）大事件が起きました！！

聴覚障害のある人の通訳で午後から派遣に出ていたBさん。

派遣先でふと足元に目を落とすと・・・右足と左足に履いてい

る靴が別々のモノっ！！しかも、その通訳場所は靴を取り扱っ

ている所でした( *´艸｀)

それまでは全然気にならなかった左右別々の靴の履き心地が

まったく違うことに気づいてしまい、それ以降、気になって気

になってしょうがなかったそうです。しかし、そこはやはりプ

ロ！？足元を隠しつつも、最後まで何事もないように通訳を続

けたそうです。

その話を聞いた当センターの職員達は、みんな大笑い。

でも大笑いしたので元気をもらうことができました。

情報３：新入荷ＤＶＤのご紹介

令和２年度 後期分のDVD１５枚入荷しました。

◎「動画で学ぶパワハラ４」（時間３０分）

一口にパワハラと言っても、性別や年齢、立場によって、その感じ方は大きく異なる。

もし、自分がパワハラの相談窓口を担当したら、正しく状況を把握するためにはどうした

らいいのだろうか？また、指導する側が指導される側に「パワハラ」だと言われずに、き

ちんと指導を行うためには何に気をつければいいのだろうか？相談や指導の具体例を通し

て学習する。（字幕・手話付き 手話表現者：江副悟史・森田 明）

◎「紅の豚」（平成４年）スタジオジブリ 宮崎駿監督作品。（時間９３分）

深紅の飛行艇を操る豚のポルコ・ロッソは、かつて人間だった頃、イタリア空軍のエー

スだった。今はアドリア海の小島に隠棲し、空中海賊（空賊）を退治した賞金で暮らして

いる。エンジン整備のためミラノに向かって飛んでいたポルコは、空賊の雇ったカーチス

と遭遇し撃墜されてしまう。ピッコロ工房で艇を改修したポルコは、エンジニアのフィオ

とともにカーチスとの決闘に臨む。

編集後記


